
 

•ノロウイルスの遺伝子解析

研究の名称

•県内において発生した食中毒や感染症事例の患者等の残余検体からノロウ

イルスの分子疫学解析を行い、遺伝子型及び変異株の出現を的確に捉え、遺

伝的特徴と流行との関連を明らかにするとともに、平成29年９月から令和

４年３月までの遺伝子型検査結果を併せ、平成29年度から令和８年度まで

（10年間）のノロウイルス遺伝子型の推移等について取りまとめる

研究の概要

•令和６年度から令和８年度

研究の期間

•感染症発生動向調査事業及び行政検査（食中毒・胃腸炎集団発生事例）に

おいて、ノロウイルス陽性と判定した令和４年４月からの残余検体（便）

使用する試料

•本研究で得られる遺伝子型検査結果及び平成29年９月から令和４年３月ま

での遺伝子型検査結果（検査済）

•採取年月日、発生地域など

使用する情報

•香川県環境保健研究センター 微生物課 土田 由佳理

試料・情報の管理責任者


